
先先
行行
きき
不不
透透
明明
なな
中中
、、
要要

員員
不不
足足
にに
耐耐
ええ
、、
組組
合合
員員

がが
各各
職職
場場
でで
奮奮
闘闘
!!!!

安安
全全
・・
安安
定定
輸輸
送送
はは
もも
とと

よよ
りり
、、
収収
入入
のの
回回
復復
にに
もも

大大
きき
くく
貢貢
献献
しし
、、
第第
２２
四四

半半
期期
決決
算算
でで
のの
大大
幅幅
なな
黒黒

字字
実実
現現
をを
強強
くく
訴訴
ええ
るる
!!!!

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
、
11
月
14
日
に
第
２

回
目
の
団
体
交
渉
を
開
催
。

前
回
交
渉
で
行
っ
た
組
合
か

ら
の
要
求
主
旨
説
明
に
対
し

て
会
社
側
か
ら
「
鉄
道
運
輸

収
入
の
改
善
の
一
方
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
の
反
動
等

に
よ
り
、
営
業
損
益
は
悪
化

し
て
い
る
。
年
末
手
当
に
つ

い
て
は
資
源
価
格
等
の
動
向

も
踏
ま
え
た
経
営
見
通
し
に

加
え
、
人
財
の
確
保
・
定
着

を
目
指
し
、
総
合
的
に
判
断

す
る
」
と
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。
組
合
は
こ
れ
に
対
し
、

「
厳
し
い
要
員
状
況
に
あ
っ

て
も
、
組
合
員
は
日
々
、
安

全
・
安
定
輸
送
、
収
入
の
拡

大
に
貢
献
し
て
い
る
。
第
２

四
半
期
決
算
の
内
容
を
見
つ

つ
、
物
価
高
騰
に
よ
る
組
合

員
の
生
活
へ
の
影
響
も
鑑
み

れ
ば
、
こ
の
間
の
組
合
員
の

奮
闘
に
対
し
て
良
い
回
答
を

示
す
べ
き
」
と
訴
え
、
厳
し

い
要
員
状
況
の
中
、
安
全
・

正
確
・
快
適
な
輸
送
の
提
供

を
続
け
る
組
合
員
に
報
い
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

高
揚
に
つ
な
が
る
回
答
を
示

す
よ
う
会
社
に
強
く
求
め
た
。

最
前
線
で
会
社
を
支
え
続

け
る
組
合
員
に
資
す
る
結
果

を
粘
り
強
く
求
め
続
け
た
結

果
、
11
月
22
日
に
開
催
し
た

第
３
回
目
の
交
渉
に
お
い
て
、

会
社
側
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

支
援
金
を
あ
わ
せ
て
基
準
内

賃
金
の
２
．
28
ヵ
月
（
賞
与

単
体
で
は
、
１
．
88
ヵ
月
）

と
い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
組
合
員
の
奮
闘

を
最
大
限
評
価
し
た
会
社
の

精
一
杯
の
回
答
で
あ
る
と
判

断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
13
、
14
参
照
）

要要
員員
不不
足足
のの
なな
かか
、、
組組
合合

員員
がが
一一
丸丸
とと
なな
りり
安安
全全
・・

安安
心心
輸輸
送送
をを
継継
続続
!!!!

組組
合合
員員
とと
家家
族族
のの
理理
解解
のの

もも
とと
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
をを
乗乗
りり

越越
ええ
第第
２２
四四
半半
期期
でで
のの
黒黒

字字
計計
上上
をを
強強
くく
訴訴
ええ
るる
!!!!

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
11

月
18
日
に
第
２
回
目
の
団
体

交
渉
を
開
催
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ

ス
を
取
り
巻
く
状
況
は
便
数

に
対
し
て
利
用
状
況
が
堅
調

に
推
移
す
る
等
、
第
２
四
半

期
決
算
で
黒
字
を
計
上
し
た

も
の
の
、
乗
務
員
不
足
で
依

然
と
し
て
減
便
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
、
楽
観
視
で
き

な
い
な
い
中
で
の
交
渉
と
な
っ

た
。し

か
し
な
が
ら
、
今
年
度

第
２
四
半
期
に
お
け
る
黒
字

計
上
が
、
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
で
も
組
合
員
・
家
族
の

理
解
の
も
と
に
達
成
さ
れ
た

点
や
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
「
安
全
・
安
心
輸
送
」

の
確
立
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

た
点
を
強
く
訴
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
労

使
一
体
で
臨
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
賞
与
の
支
給
月
数
が
与

え
る
組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
影
響
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
会
社
よ
り

基
本
給
額
の
２
．
35
ヵ
月
と

い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
水
準
と
い
え
る
大
幅
な
改

善
が
図
ら
れ
た
点
、
ま
た
組

合
員
一
丸
と
な
っ
た
安
全
・

安
定
輸
送
へ
の
評
価
が
な
さ

れ
た
も
の
と
受
け
止
め
、
会

社
の
精
一
杯
の
回
答
と
判
断

し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
№
６
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ

労
働
組
合
連
合
会
は
、

12
月
６
日(

金)

、
ホ
テ

ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋

に
お
い
て
、
第
30
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
大
谷
会
長
（
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
）
は
、
各

単
組
の
日
々
の
取
り
組

み
に
謝
辞
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
安
全
の
取

り
組
み
」
「
組
織
の
強

化
」
「
２
０
２
５
春
季

生
活
闘
争
も
含
め
た
グ

ル
ー
プ
全
体
の
労
働
条

件
向
上
」
に
つ
い
て
Ｊ

Ｒ
四
国
連
合
と
し
て
取

り
組
む
決
意
を
表
明
。

昨
今
不
安
全
事
象
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
会

社
内
で
の
業
務
移
管
に

伴
い
組
織
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
等
、
各
種
課
題
が

あ
る
中
、
改
め
て
グ
ル
ー

プ
労
組
全
体
で
の
連
携

が
重
要
と
な
る
点
に
触

れ
た
上
で
、
「
急
速
に

変
化
す
る
時
代
で
あ
る

が
、
明
る
い
話
題
も
多

く
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
の
社
会
的
使
命
を
果

た
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ

一
丸
と
な
っ
て
賑
わ
い

づ
く
り
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
加
盟
単
組
が
一
丸
と

な
っ
て
力
強
く
運
動
を

展
開
し
て
い
こ
う
」
と

述
べ
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し

て
Ｊ
Ｒ
連
合
政
所
事
務

局
長
、
住
吉
労
働
政
策

局
長
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
四

国
の
髙
須
賀
取
締
役
総

務
部
長
を
は
じ
め
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
、

四
国
キ
ヨ
ス
ク
、
Ｊ
Ｒ

四
国
ホ
テ
ル
ズ
、
四
国

開
発
建
設
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

Ｊ
Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
開
発
の
労
務
担
当
役

員
の
方
々
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
労
使
協
調
し

て
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に

取
り
組
む
熱
意
を
共
有

し
た
。

議
事
で
は
、
Ｊ
Ｒ
四

国
連
合
運
動
の
強
化
や

２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
を
は
じ
め
と
し
た
活

動
方
針
が
提
起
。
各
単

組
を
代
表
す
る
４
名
の

代
議
員
か
ら
人
財
不
足

を
踏
ま
え
た
春
闘
へ
の

取
り
組
み
に
関
す
る
質

疑
等
も
含
め
方
針
を
補

強
す
る
発
言
が
あ
り
、

執
行
部
に
よ
る
答
弁
の

後
、
方
針
等
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
新
た
に
選

出
さ
れ
た
役
員
を
確
認

し
、
最
後
に
再
任
さ
れ

た
大
谷
会
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
を
構

成
す
る
39
の
分
会
は
、

９
月
13
日
の
多
度
津
運

転
区
分
会
を
皮
切
り
に

今

年
度

の
分

会
大

会

を
開
催
。
12

月
13

日

ま

で
に

全
て

の
分

会

大

会
の

日
程

を
終

了

し
た
。

各
分
会
大
会
で
は
、

執

行
部

よ
り

２
０

２

３

年
度

の
一

般
経

過

報

告
、

決
算

報
告

が

行

わ
れ

、
そ

の
後

、

２

０
２

４
年

度
活

動

方

針
（

案
）

及
び

予

算

（
案

）
が

提
起

さ

れ
た
。

出
席
し
た
代
議
員
か

ら
は
、
逼
迫
す
る
要
員

状
況
の
改
善
に
向
け
た

様
々
な
提
案
や
直
近
の

年
末
手
当
を
含
め
た
賃

金
の
改
善
に
向
け
た
要

望
、
多
様
化
す
る
組
合

員
に
対
し
て
の
制
度
・

設
備
等
に
関
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
、
執
行
部
か

ら
の
答
弁
の
後
、
各
議

案
は
満
場
一
致
で
採
択
。

高
松
車
掌
区
分
会
に
お

い
て
は
、
職
場
の
統
合

に
伴
い
効
率
的
な
組
織

運
営
を
図
る
観
点
か
ら

解
散
大
会
に
お
い
て
、

高
松
運
転
所
分
会
と
し

て
引
き
続
き
参
画
す
る

旨
が
確
認
さ
れ
た
。
議

事
が
す
べ
て
終
了
し
た

後
、
最
後
に
各
分
会
長

に
よ
る
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
っ

た
。分

会
は
組
合
活
動
の

原
点
で
あ
り
、
組
合
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
連

帯
感
を
高
め
る
こ
と
が

組
織
の
強
化
、
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
各

分
会
役
員
に
は
、
分
会

大
会
に
お
い
て
決
定
し

た
活
動
方
針
に
沿
っ
て
、

世
話
役
活
動
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
よ
り

良
い
職
場
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
要
請
す

る
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

「第３８回定期本部委員会」の
開催について

１ 日時 2025年2月7日(金) 13時から17時まで
２ 場所 ホテルアネシス瀬戸大橋
３ 議題（1）定期大会以降の経過について

（2）2025春季生活闘争方針をはじめとする
当面の活動方針(案)について

（3）その他

分
会
大
会
、
全
日
程
終
了
!

各分会にて活発な議論が交わされた

年
末
手
当
・
賞
与
交
渉
妥
結
！

◆

年
末
手
当
過
去
最
大
０
．
23
ヵ
月
分

上
積
み
！

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

２
．
28
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

◆
エキ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
一
時
金
に
乗
じ
る
係
数

特
例
０
．
６
を
死
守
!!

年
末
手
当
過
去
最
大
の
上
げ
幅
を

３
年
連
続
更
新
す
る
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

年
間
支
給
月
数
４
．
54
ヵ
月
に
！

Ｊ

Ｒ

四

国

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

「
第
30
回
定
期
大
会
」
開
催
！

◆
昨
年
末
手
当
か
ら
大

幅
０
．
６
ヵ
月
分
上
積
み
！

２
．
35
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

年
間
支
給
月
数
４
．
５
ヵ
月
に
！

各単組を代表し、熱く発言する各代議員

先先
行行
きき
不不
透透
明明
なな
中中
、、
要要

員員
不不
足足
にに
耐耐
ええ
、、
組組
合合
員員

がが
各各
職職
場場
でで
奮奮
闘闘
!!!!

安安
全全
・・
安安
定定
輸輸
送送
はは
もも
とと

よよ
りり
、、
収収
入入
のの
回回
復復
にに
もも

大大
きき
くく
貢貢
献献
しし
、、
第第
２２
四四

半半
期期
決決
算算
でで
のの
大大
幅幅
なな
黒黒

字字
実実
現現
をを
強強
くく
訴訴
ええ
るる
!!!!

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
、
11
月
14
日
に
第
２

回
目
の
団
体
交
渉
を
開
催
。

前
回
交
渉
で
行
っ
た
組
合
か

ら
の
要
求
主
旨
説
明
に
対
し

て
会
社
側
か
ら
「
鉄
道
運
輸

収
入
の
改
善
の
一
方
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
の
反
動
等

に
よ
り
、
営
業
損
益
は
悪
化

し
て
い
る
。
年
末
手
当
に
つ

い
て
は
資
源
価
格
等
の
動
向

も
踏
ま
え
た
経
営
見
通
し
に

加
え
、
人
財
の
確
保
・
定
着

を
目
指
し
、
総
合
的
に
判
断

す
る
」
と
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。
組
合
は
こ
れ
に
対
し
、

「
厳
し
い
要
員
状
況
に
あ
っ

て
も
、
組
合
員
は
日
々
、
安

全
・
安
定
輸
送
、
収
入
の
拡

大
に
貢
献
し
て
い
る
。
第
２

四
半
期
決
算
の
内
容
を
見
つ

つ
、
物
価
高
騰
に
よ
る
組
合

員
の
生
活
へ
の
影
響
も
鑑
み

れ
ば
、
こ
の
間
の
組
合
員
の

奮
闘
に
対
し
て
良
い
回
答
を

示
す
べ
き
」
と
訴
え
、
厳
し

い
要
員
状
況
の
中
、
安
全
・

正
確
・
快
適
な
輸
送
の
提
供

を
続
け
る
組
合
員
に
報
い
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

高
揚
に
つ
な
が
る
回
答
を
示

す
よ
う
会
社
に
強
く
求
め
た
。

最
前
線
で
会
社
を
支
え
続

け
る
組
合
員
に
資
す
る
結
果

を
粘
り
強
く
求
め
続
け
た
結

果
、
11
月
22
日
に
開
催
し
た

第
３
回
目
の
交
渉
に
お
い
て
、

会
社
側
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

支
援
金
を
あ
わ
せ
て
基
準
内

賃
金
の
２
．
28
ヵ
月
（
賞
与

単
体
で
は
、
１
．
88
ヵ
月
）

と
い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
組
合
員
の
奮
闘

を
最
大
限
評
価
し
た
会
社
の

精
一
杯
の
回
答
で
あ
る
と
判

断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
13
、
14
参
照
）

要要
員員
不不
足足
のの
なな
かか
、、
組組
合合

員員
がが
一一
丸丸
とと
なな
りり
安安
全全
・・

安安
心心
輸輸
送送
をを
継継
続続
!!!!

組組
合合
員員
とと
家家
族族
のの
理理
解解
のの

もも
とと
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
をを
乗乗
りり

越越
ええ
第第
２２
四四
半半
期期
でで
のの
黒黒

字字
計計
上上
をを
強強
くく
訴訴
ええ
るる
!!!!

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
11

月
18
日
に
第
２
回
目
の
団
体

交
渉
を
開
催
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ

ス
を
取
り
巻
く
状
況
は
便
数

に
対
し
て
利
用
状
況
が
堅
調

に
推
移
す
る
等
、
第
２
四
半

期
決
算
で
黒
字
を
計
上
し
た

も
の
の
、
乗
務
員
不
足
で
依

然
と
し
て
減
便
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
、
楽
観
視
で
き

な
い
な
い
中
で
の
交
渉
と
な
っ

た
。し

か
し
な
が
ら
、
今
年
度

第
２
四
半
期
に
お
け
る
黒
字

計
上
が
、
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
で
も
組
合
員
・
家
族
の

理
解
の
も
と
に
達
成
さ
れ
た

点
や
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
「
安
全
・
安
心
輸
送
」

の
確
立
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

た
点
を
強
く
訴
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
労

使
一
体
で
臨
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
賞
与
の
支
給
月
数
が
与

え
る
組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
影
響
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
会
社
よ
り

基
本
給
額
の
２
．
35
ヵ
月
と

い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
水
準
と
い
え
る
大
幅
な
改

善
が
図
ら
れ
た
点
、
ま
た
組

合
員
一
丸
と
な
っ
た
安
全
・

安
定
輸
送
へ
の
評
価
が
な
さ

れ
た
も
の
と
受
け
止
め
、
会

社
の
精
一
杯
の
回
答
と
判
断

し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
№
６
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ

労
働
組
合
連
合
会
は
、

12
月
６
日(

金)

、
ホ
テ

ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋

に
お
い
て
、
第
30
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
大
谷
会
長
（
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
）
は
、
各

単
組
の
日
々
の
取
り
組

み
に
謝
辞
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
安
全
の
取

り
組
み
」
「
組
織
の
強

化
」
「
２
０
２
５
春
季

生
活
闘
争
も
含
め
た
グ

ル
ー
プ
全
体
の
労
働
条

件
向
上
」
に
つ
い
て
Ｊ

Ｒ
四
国
連
合
と
し
て
取

り
組
む
決
意
を
表
明
。

昨
今
不
安
全
事
象
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
会

社
内
で
の
業
務
移
管
に

伴
い
組
織
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
等
、
各
種
課
題
が

あ
る
中
、
改
め
て
グ
ル
ー

プ
労
組
全
体
で
の
連
携

が
重
要
と
な
る
点
に
触

れ
た
上
で
、
「
急
速
に

変
化
す
る
時
代
で
あ
る

が
、
明
る
い
話
題
も
多

く
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
の
社
会
的
使
命
を
果

た
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ

一
丸
と
な
っ
て
賑
わ
い

づ
く
り
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
加
盟
単
組
が
一
丸
と

な
っ
て
力
強
く
運
動
を

展
開
し
て
い
こ
う
」
と

述
べ
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し

て
Ｊ
Ｒ
連
合
政
所
事
務

局
長
、
住
吉
労
働
政
策

局
長
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
四

国
の
髙
須
賀
取
締
役
総

務
部
長
を
は
じ
め
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
、

四
国
キ
ヨ
ス
ク
、
Ｊ
Ｒ

四
国
ホ
テ
ル
ズ
、
四
国

開
発
建
設
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

Ｊ
Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
開
発
の
労
務
担
当
役

員
の
方
々
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
労
使
協
調
し

て
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に

取
り
組
む
熱
意
を
共
有

し
た
。

議
事
で
は
、
Ｊ
Ｒ
四

国
連
合
運
動
の
強
化
や

２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
を
は
じ
め
と
し
た
活

動
方
針
が
提
起
。
各
単

組
を
代
表
す
る
４
名
の

代
議
員
か
ら
人
財
不
足

を
踏
ま
え
た
春
闘
へ
の

取
り
組
み
に
関
す
る
質

疑
等
も
含
め
方
針
を
補

強
す
る
発
言
が
あ
り
、

執
行
部
に
よ
る
答
弁
の

後
、
方
針
等
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
新
た
に
選

出
さ
れ
た
役
員
を
確
認

し
、
最
後
に
再
任
さ
れ

た
大
谷
会
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
を
構

成
す
る
39
の
分
会
は
、

９
月
13
日
の
多
度
津
運

転
区
分
会
を
皮
切
り
に

今

年
度

の
分

会
大

会

を
開
催
。
12

月
13

日

ま

で
に

全
て

の
分

会

大

会
の

日
程

を
終

了

し
た
。

各
分
会
大
会
で
は
、

執

行
部

よ
り

２
０

２

３

年
度

の
一

般
経

過

報

告
、

決
算

報
告

が

行

わ
れ

、
そ

の
後

、

２

０
２

４
年

度
活

動

方

針
（

案
）

及
び

予

算

（
案

）
が

提
起

さ

れ
た
。

出
席
し
た
代
議
員
か

ら
は
、
逼
迫
す
る
要
員

状
況
の
改
善
に
向
け
た

様
々
な
提
案
や
直
近
の

年
末
手
当
を
含
め
た
賃

金
の
改
善
に
向
け
た
要

望
、
多
様
化
す
る
組
合

員
に
対
し
て
の
制
度
・

設
備
等
に
関
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
、
執
行
部
か

ら
の
答
弁
の
後
、
各
議

案
は
満
場
一
致
で
採
択
。

高
松
車
掌
区
分
会
に
お

い
て
は
、
職
場
の
統
合

に
伴
い
効
率
的
な
組
織

運
営
を
図
る
観
点
か
ら

解
散
大
会
に
お
い
て
、

高
松
運
転
所
分
会
と
し

て
引
き
続
き
参
画
す
る

旨
が
確
認
さ
れ
た
。
議

事
が
す
べ
て
終
了
し
た

後
、
最
後
に
各
分
会
長

に
よ
る
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
っ

た
。分

会
は
組
合
活
動
の

原
点
で
あ
り
、
組
合
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
連

帯
感
を
高
め
る
こ
と
が

組
織
の
強
化
、
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
各

分
会
役
員
に
は
、
分
会

大
会
に
お
い
て
決
定
し

た
活
動
方
針
に
沿
っ
て
、

世
話
役
活
動
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
よ
り

良
い
職
場
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
要
請
す

る
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

「第３８回定期本部委員会」の
開催について

１ 日時 2025年2月7日(金) 13時から17時まで
２ 場所 ホテルアネシス瀬戸大橋
３ 議題（1）定期大会以降の経過について

（2）2025春季生活闘争方針をはじめとする
当面の活動方針(案)について

（3）その他

分
会
大
会
、
全
日
程
終
了
!

各分会にて活発な議論が交わされた

年
末
手
当
・
賞
与
交
渉
妥
結
！

◆

年
末
手
当
過
去
最
大
０
．
23
ヵ
月
分

上
積
み
！

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

２
．
28
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

◆
エキ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
一
時
金
に
乗
じ
る
係
数

特
例
０
．
６
を
死
守
!!

年
末
手
当
過
去
最
大
の
上
げ
幅
を

３
年
連
続
更
新
す
る
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

年
間
支
給
月
数
４
．
54
ヵ
月
に
！

Ｊ

Ｒ

四

国

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

「
第
30
回
定
期
大
会
」
開
催
！

◆
昨
年
末
手
当
か
ら
大

幅
０
．
６
ヵ
月
分
上
積
み
！

２
．
35
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

年
間
支
給
月
数
４
．
５
ヵ
月
に
！

各単組を代表し、熱く発言する各代議員

先先
行行
きき
不不
透透
明明
なな
中中
、、
要要

員員
不不
足足
にに
耐耐
ええ
、、
組組
合合
員員

がが
各各
職職
場場
でで
奮奮
闘闘
!!!!

安安
全全
・・
安安
定定
輸輸
送送
はは
もも
とと

よよ
りり
、、
収収
入入
のの
回回
復復
にに
もも

大大
きき
くく
貢貢
献献
しし
、、
第第
２２
四四

半半
期期
決決
算算
でで
のの
大大
幅幅
なな
黒黒

字字
実実
現現
をを
強強
くく
訴訴
ええ
るる
!!!!

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
、
11
月
14
日
に
第
２

回
目
の
団
体
交
渉
を
開
催
。

前
回
交
渉
で
行
っ
た
組
合
か

ら
の
要
求
主
旨
説
明
に
対
し

て
会
社
側
か
ら
「
鉄
道
運
輸

収
入
の
改
善
の
一
方
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
の
反
動
等

に
よ
り
、
営
業
損
益
は
悪
化

し
て
い
る
。
年
末
手
当
に
つ

い
て
は
資
源
価
格
等
の
動
向

も
踏
ま
え
た
経
営
見
通
し
に

加
え
、
人
財
の
確
保
・
定
着

を
目
指
し
、
総
合
的
に
判
断

す
る
」
と
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。
組
合
は
こ
れ
に
対
し
、

「
厳
し
い
要
員
状
況
に
あ
っ

て
も
、
組
合
員
は
日
々
、
安

全
・
安
定
輸
送
、
収
入
の
拡

大
に
貢
献
し
て
い
る
。
第
２

四
半
期
決
算
の
内
容
を
見
つ

つ
、
物
価
高
騰
に
よ
る
組
合

員
の
生
活
へ
の
影
響
も
鑑
み

れ
ば
、
こ
の
間
の
組
合
員
の

奮
闘
に
対
し
て
良
い
回
答
を

示
す
べ
き
」
と
訴
え
、
厳
し

い
要
員
状
況
の
中
、
安
全
・

正
確
・
快
適
な
輸
送
の
提
供

を
続
け
る
組
合
員
に
報
い
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

高
揚
に
つ
な
が
る
回
答
を
示

す
よ
う
会
社
に
強
く
求
め
た
。

最
前
線
で
会
社
を
支
え
続

け
る
組
合
員
に
資
す
る
結
果

を
粘
り
強
く
求
め
続
け
た
結

果
、
11
月
22
日
に
開
催
し
た

第
３
回
目
の
交
渉
に
お
い
て
、

会
社
側
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

支
援
金
を
あ
わ
せ
て
基
準
内

賃
金
の
２
．
28
ヵ
月
（
賞
与

単
体
で
は
、
１
．
88
ヵ
月
）

と
い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
組
合
員
の
奮
闘

を
最
大
限
評
価
し
た
会
社
の

精
一
杯
の
回
答
で
あ
る
と
判

断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
13
、
14
参
照
）

要要
員員
不不
足足
のの
なな
かか
、、
組組
合合

員員
がが
一一
丸丸
とと
なな
りり
安安
全全
・・

安安
心心
輸輸
送送
をを
継継
続続
!!!!

組組
合合
員員
とと
家家
族族
のの
理理
解解
のの

もも
とと
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
をを
乗乗
りり

越越
ええ
第第
２２
四四
半半
期期
でで
のの
黒黒

字字
計計
上上
をを
強強
くく
訴訴
ええ
るる
!!!!

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
11

月
18
日
に
第
２
回
目
の
団
体

交
渉
を
開
催
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ

ス
を
取
り
巻
く
状
況
は
便
数

に
対
し
て
利
用
状
況
が
堅
調

に
推
移
す
る
等
、
第
２
四
半

期
決
算
で
黒
字
を
計
上
し
た

も
の
の
、
乗
務
員
不
足
で
依

然
と
し
て
減
便
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
、
楽
観
視
で
き

な
い
な
い
中
で
の
交
渉
と
な
っ

た
。し

か
し
な
が
ら
、
今
年
度

第
２
四
半
期
に
お
け
る
黒
字

計
上
が
、
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
で
も
組
合
員
・
家
族
の

理
解
の
も
と
に
達
成
さ
れ
た

点
や
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
「
安
全
・
安
心
輸
送
」

の
確
立
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

た
点
を
強
く
訴
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
労

使
一
体
で
臨
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
賞
与
の
支
給
月
数
が
与

え
る
組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
影
響
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
会
社
よ
り

基
本
給
額
の
２
．
35
ヵ
月
と

い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
水
準
と
い
え
る
大
幅
な
改

善
が
図
ら
れ
た
点
、
ま
た
組

合
員
一
丸
と
な
っ
た
安
全
・

安
定
輸
送
へ
の
評
価
が
な
さ

れ
た
も
の
と
受
け
止
め
、
会

社
の
精
一
杯
の
回
答
と
判
断

し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
№
６
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ

労
働
組
合
連
合
会
は
、

12
月
６
日(

金)

、
ホ
テ

ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋

に
お
い
て
、
第
30
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
大
谷
会
長
（
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
）
は
、
各

単
組
の
日
々
の
取
り
組

み
に
謝
辞
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
安
全
の
取

り
組
み
」
「
組
織
の
強

化
」
「
２
０
２
５
春
季

生
活
闘
争
も
含
め
た
グ

ル
ー
プ
全
体
の
労
働
条

件
向
上
」
に
つ
い
て
Ｊ

Ｒ
四
国
連
合
と
し
て
取

り
組
む
決
意
を
表
明
。

昨
今
不
安
全
事
象
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
会

社
内
で
の
業
務
移
管
に

伴
い
組
織
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
等
、
各
種
課
題
が

あ
る
中
、
改
め
て
グ
ル
ー

プ
労
組
全
体
で
の
連
携

が
重
要
と
な
る
点
に
触

れ
た
上
で
、
「
急
速
に

変
化
す
る
時
代
で
あ
る

が
、
明
る
い
話
題
も
多

く
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
の
社
会
的
使
命
を
果

た
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ

一
丸
と
な
っ
て
賑
わ
い

づ
く
り
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
加
盟
単
組
が
一
丸
と

な
っ
て
力
強
く
運
動
を

展
開
し
て
い
こ
う
」
と

述
べ
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し

て
Ｊ
Ｒ
連
合
政
所
事
務

局
長
、
住
吉
労
働
政
策

局
長
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
四

国
の
髙
須
賀
取
締
役
総

務
部
長
を
は
じ
め
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
、

四
国
キ
ヨ
ス
ク
、
Ｊ
Ｒ

四
国
ホ
テ
ル
ズ
、
四
国

開
発
建
設
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

Ｊ
Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
開
発
の
労
務
担
当
役

員
の
方
々
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
労
使
協
調
し

て
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に

取
り
組
む
熱
意
を
共
有

し
た
。

議
事
で
は
、
Ｊ
Ｒ
四

国
連
合
運
動
の
強
化
や

２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
を
は
じ
め
と
し
た
活

動
方
針
が
提
起
。
各
単

組
を
代
表
す
る
４
名
の

代
議
員
か
ら
人
財
不
足

を
踏
ま
え
た
春
闘
へ
の

取
り
組
み
に
関
す
る
質

疑
等
も
含
め
方
針
を
補

強
す
る
発
言
が
あ
り
、

執
行
部
に
よ
る
答
弁
の

後
、
方
針
等
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
新
た
に
選

出
さ
れ
た
役
員
を
確
認

し
、
最
後
に
再
任
さ
れ

た
大
谷
会
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
を
構

成
す
る
39
の
分
会
は
、

９
月
13
日
の
多
度
津
運

転
区
分
会
を
皮
切
り
に

今

年
度

の
分

会
大

会

を
開
催
。
12

月
13

日

ま

で
に

全
て

の
分

会

大

会
の

日
程

を
終

了

し
た
。

各
分
会
大
会
で
は
、

執

行
部

よ
り

２
０

２

３

年
度

の
一

般
経

過

報

告
、

決
算

報
告

が

行

わ
れ

、
そ

の
後

、

２

０
２

４
年

度
活

動

方

針
（

案
）

及
び

予

算

（
案

）
が

提
起

さ

れ
た
。

出
席
し
た
代
議
員
か

ら
は
、
逼
迫
す
る
要
員

状
況
の
改
善
に
向
け
た

様
々
な
提
案
や
直
近
の

年
末
手
当
を
含
め
た
賃

金
の
改
善
に
向
け
た
要

望
、
多
様
化
す
る
組
合

員
に
対
し
て
の
制
度
・

設
備
等
に
関
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
、
執
行
部
か

ら
の
答
弁
の
後
、
各
議

案
は
満
場
一
致
で
採
択
。

高
松
車
掌
区
分
会
に
お

い
て
は
、
職
場
の
統
合

に
伴
い
効
率
的
な
組
織

運
営
を
図
る
観
点
か
ら

解
散
大
会
に
お
い
て
、

高
松
運
転
所
分
会
と
し

て
引
き
続
き
参
画
す
る

旨
が
確
認
さ
れ
た
。
議

事
が
す
べ
て
終
了
し
た

後
、
最
後
に
各
分
会
長

に
よ
る
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
っ

た
。分

会
は
組
合
活
動
の

原
点
で
あ
り
、
組
合
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
連

帯
感
を
高
め
る
こ
と
が

組
織
の
強
化
、
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
各

分
会
役
員
に
は
、
分
会

大
会
に
お
い
て
決
定
し

た
活
動
方
針
に
沿
っ
て
、

世
話
役
活
動
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
よ
り

良
い
職
場
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
要
請
す

る
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

「第３８回定期本部委員会」の
開催について

１ 日時 2025年2月7日(金) 13時から17時まで
２ 場所 ホテルアネシス瀬戸大橋
３ 議題（1）定期大会以降の経過について

（2）2025春季生活闘争方針をはじめとする
当面の活動方針(案)について

（3）その他

分
会
大
会
、
全
日
程
終
了
!

各分会にて活発な議論が交わされた

年
末
手
当
・
賞
与
交
渉
妥
結
！

◆

年
末
手
当
過
去
最
大
０
．
23
ヵ
月
分

上
積
み
！

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

２
．
28
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

◆
エキ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
一
時
金
に
乗
じ
る
係
数

特
例
０
．
６
を
死
守
!!

年
末
手
当
過
去
最
大
の
上
げ
幅
を

３
年
連
続
更
新
す
る
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

年
間
支
給
月
数
４
．
54
ヵ
月
に
！

Ｊ

Ｒ

四

国

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

「
第
30
回
定
期
大
会
」
開
催
！

◆
昨
年
末
手
当
か
ら
大

幅
０
．
６
ヵ
月
分
上
積
み
！

２
．
35
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

年
間
支
給
月
数
４
．
５
ヵ
月
に
！

各単組を代表し、熱く発言する各代議員

先先
行行
きき
不不
透透
明明
なな
中中
、、
要要

員員
不不
足足
にに
耐耐
ええ
、、
組組
合合
員員

がが
各各
職職
場場
でで
奮奮
闘闘
!!!!

安安
全全
・・
安安
定定
輸輸
送送
はは
もも
とと

よよ
りり
、、
収収
入入
のの
回回
復復
にに
もも

大大
きき
くく
貢貢
献献
しし
、、
第第
２２
四四

半半
期期
決決
算算
でで
のの
大大
幅幅
なな
黒黒

字字
実実
現現
をを
強強
くく
訴訴
ええ
るる
!!!!

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
、
11
月
14
日
に
第
２

回
目
の
団
体
交
渉
を
開
催
。

前
回
交
渉
で
行
っ
た
組
合
か

ら
の
要
求
主
旨
説
明
に
対
し

て
会
社
側
か
ら
「
鉄
道
運
輸

収
入
の
改
善
の
一
方
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
の
反
動
等

に
よ
り
、
営
業
損
益
は
悪
化

し
て
い
る
。
年
末
手
当
に
つ

い
て
は
資
源
価
格
等
の
動
向

も
踏
ま
え
た
経
営
見
通
し
に

加
え
、
人
財
の
確
保
・
定
着

を
目
指
し
、
総
合
的
に
判
断

す
る
」
と
考
え
方
が
示
さ
れ

た
。
組
合
は
こ
れ
に
対
し
、

「
厳
し
い
要
員
状
況
に
あ
っ

て
も
、
組
合
員
は
日
々
、
安

全
・
安
定
輸
送
、
収
入
の
拡

大
に
貢
献
し
て
い
る
。
第
２

四
半
期
決
算
の
内
容
を
見
つ

つ
、
物
価
高
騰
に
よ
る
組
合

員
の
生
活
へ
の
影
響
も
鑑
み

れ
ば
、
こ
の
間
の
組
合
員
の

奮
闘
に
対
し
て
良
い
回
答
を

示
す
べ
き
」
と
訴
え
、
厳
し

い
要
員
状
況
の
中
、
安
全
・

正
確
・
快
適
な
輸
送
の
提
供

を
続
け
る
組
合
員
に
報
い
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

高
揚
に
つ
な
が
る
回
答
を
示

す
よ
う
会
社
に
強
く
求
め
た
。

最
前
線
で
会
社
を
支
え
続

け
る
組
合
員
に
資
す
る
結
果

を
粘
り
強
く
求
め
続
け
た
結

果
、
11
月
22
日
に
開
催
し
た

第
３
回
目
の
交
渉
に
お
い
て
、

会
社
側
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

支
援
金
を
あ
わ
せ
て
基
準
内

賃
金
の
２
．
28
ヵ
月
（
賞
与

単
体
で
は
、
１
．
88
ヵ
月
）

と
い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
組
合
員
の
奮
闘

を
最
大
限
評
価
し
た
会
社
の

精
一
杯
の
回
答
で
あ
る
と
判

断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
13
、
14
参
照
）

要要
員員
不不
足足
のの
なな
かか
、、
組組
合合

員員
がが
一一
丸丸
とと
なな
りり
安安
全全
・・

安安
心心
輸輸
送送
をを
継継
続続
!!!!

組組
合合
員員
とと
家家
族族
のの
理理
解解
のの

もも
とと
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
をを
乗乗
りり

越越
ええ
第第
２２
四四
半半
期期
でで
のの
黒黒

字字
計計
上上
をを
強強
くく
訴訴
ええ
るる
!!!!

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
11

月
18
日
に
第
２
回
目
の
団
体

交
渉
を
開
催
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ

ス
を
取
り
巻
く
状
況
は
便
数

に
対
し
て
利
用
状
況
が
堅
調

に
推
移
す
る
等
、
第
２
四
半

期
決
算
で
黒
字
を
計
上
し
た

も
の
の
、
乗
務
員
不
足
で
依

然
と
し
て
減
便
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
、
楽
観
視
で
き

な
い
な
い
中
で
の
交
渉
と
な
っ

た
。し

か
し
な
が
ら
、
今
年
度

第
２
四
半
期
に
お
け
る
黒
字

計
上
が
、
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
で
も
組
合
員
・
家
族
の

理
解
の
も
と
に
達
成
さ
れ
た

点
や
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
「
安
全
・
安
心
輸
送
」

の
確
立
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

た
点
を
強
く
訴
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
労

使
一
体
で
臨
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
賞
与
の
支
給
月
数
が
与

え
る
組
合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
影
響
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
会
社
よ
り

基
本
給
額
の
２
．
35
ヵ
月
と

い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
水
準
と
い
え
る
大
幅
な
改

善
が
図
ら
れ
た
点
、
ま
た
組

合
員
一
丸
と
な
っ
た
安
全
・

安
定
輸
送
へ
の
評
価
が
な
さ

れ
た
も
の
と
受
け
止
め
、
会

社
の
精
一
杯
の
回
答
と
判
断

し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
№
６
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ

労
働
組
合
連
合
会
は
、

12
月
６
日(

金)

、
ホ
テ

ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋

に
お
い
て
、
第
30
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
大
谷
会
長
（
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
）
は
、
各

単
組
の
日
々
の
取
り
組

み
に
謝
辞
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
安
全
の
取

り
組
み
」
「
組
織
の
強

化
」
「
２
０
２
５
春
季

生
活
闘
争
も
含
め
た
グ

ル
ー
プ
全
体
の
労
働
条

件
向
上
」
に
つ
い
て
Ｊ

Ｒ
四
国
連
合
と
し
て
取

り
組
む
決
意
を
表
明
。

昨
今
不
安
全
事
象
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
会

社
内
で
の
業
務
移
管
に

伴
い
組
織
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
等
、
各
種
課
題
が

あ
る
中
、
改
め
て
グ
ル
ー

プ
労
組
全
体
で
の
連
携

が
重
要
と
な
る
点
に
触

れ
た
上
で
、
「
急
速
に

変
化
す
る
時
代
で
あ
る

が
、
明
る
い
話
題
も
多

く
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
の
社
会
的
使
命
を
果

た
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ

一
丸
と
な
っ
て
賑
わ
い

づ
く
り
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
加
盟
単
組
が
一
丸
と

な
っ
て
力
強
く
運
動
を

展
開
し
て
い
こ
う
」
と

述
べ
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し

て
Ｊ
Ｒ
連
合
政
所
事
務

局
長
、
住
吉
労
働
政
策

局
長
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
四

国
の
髙
須
賀
取
締
役
総

務
部
長
を
は
じ
め
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
、

四
国
キ
ヨ
ス
ク
、
Ｊ
Ｒ

四
国
ホ
テ
ル
ズ
、
四
国

開
発
建
設
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

Ｊ
Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
開
発
の
労
務
担
当
役

員
の
方
々
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
労
使
協
調
し

て
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に

取
り
組
む
熱
意
を
共
有

し
た
。

議
事
で
は
、
Ｊ
Ｒ
四

国
連
合
運
動
の
強
化
や

２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
を
は
じ
め
と
し
た
活

動
方
針
が
提
起
。
各
単

組
を
代
表
す
る
４
名
の

代
議
員
か
ら
人
財
不
足

を
踏
ま
え
た
春
闘
へ
の

取
り
組
み
に
関
す
る
質

疑
等
も
含
め
方
針
を
補

強
す
る
発
言
が
あ
り
、

執
行
部
に
よ
る
答
弁
の

後
、
方
針
等
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
新
た
に
選

出
さ
れ
た
役
員
を
確
認

し
、
最
後
に
再
任
さ
れ

た
大
谷
会
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
を
構

成
す
る
39
の
分
会
は
、

９
月
13
日
の
多
度
津
運

転
区
分
会
を
皮
切
り
に

今

年
度

の
分

会
大

会

を
開
催
。
12

月
13

日

ま

で
に

全
て

の
分

会

大

会
の

日
程

を
終

了

し
た
。

各
分
会
大
会
で
は
、

執

行
部

よ
り

２
０

２

３

年
度

の
一

般
経

過

報

告
、

決
算

報
告

が

行

わ
れ

、
そ

の
後

、

２

０
２

４
年

度
活

動

方

針
（

案
）

及
び

予

算

（
案

）
が

提
起

さ

れ
た
。

出
席
し
た
代
議
員
か

ら
は
、
逼
迫
す
る
要
員

状
況
の
改
善
に
向
け
た

様
々
な
提
案
や
直
近
の

年
末
手
当
を
含
め
た
賃

金
の
改
善
に
向
け
た
要

望
、
多
様
化
す
る
組
合

員
に
対
し
て
の
制
度
・

設
備
等
に
関
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
、
執
行
部
か

ら
の
答
弁
の
後
、
各
議

案
は
満
場
一
致
で
採
択
。

高
松
車
掌
区
分
会
に
お

い
て
は
、
職
場
の
統
合

に
伴
い
効
率
的
な
組
織

運
営
を
図
る
観
点
か
ら

解
散
大
会
に
お
い
て
、

高
松
運
転
所
分
会
と
し

て
引
き
続
き
参
画
す
る

旨
が
確
認
さ
れ
た
。
議

事
が
す
べ
て
終
了
し
た

後
、
最
後
に
各
分
会
長

に
よ
る
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
っ

た
。分

会
は
組
合
活
動
の

原
点
で
あ
り
、
組
合
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
連

帯
感
を
高
め
る
こ
と
が

組
織
の
強
化
、
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。
各

分
会
役
員
に
は
、
分
会

大
会
に
お
い
て
決
定
し

た
活
動
方
針
に
沿
っ
て
、

世
話
役
活
動
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
よ
り

良
い
職
場
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
要
請
す

る
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

「第３８回定期本部委員会」の
開催について

１ 日時 2025年2月7日(金) 13時から17時まで
２ 場所 ホテルアネシス瀬戸大橋
３ 議題（1）定期大会以降の経過について

（2）2025春季生活闘争方針をはじめとする
当面の活動方針(案)について

（3）その他

分
会
大
会
、
全
日
程
終
了
!

各分会にて活発な議論が交わされた

年
末
手
当
・
賞
与
交
渉
妥
結
！

◆

年
末
手
当
過
去
最
大
０
．
23
ヵ
月
分

上
積
み
！

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

２
．
28
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

◆
エキ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
一
時
金
に
乗
じ
る
係
数

特
例
０
．
６
を
死
守
!!

年
末
手
当
過
去
最
大
の
上
げ
幅
を

３
年
連
続
更
新
す
る
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

年
間
支
給
月
数
４
．
54
ヵ
月
に
！

Ｊ

Ｒ

四

国

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

「
第
30
回
定
期
大
会
」
開
催
！

◆
昨
年
末
手
当
か
ら
大

幅
０
．
６
ヵ
月
分
上
積
み
！

２
．
35
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

年
間
支
給
月
数
４
．
５
ヵ
月
に
！

各単組を代表し、熱く発言する各代議員

大谷　 清
和田 庄平四国労組運動をチェック！

2024
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11
月
24
日(

日)

、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

四
国
支
部
が
主
催
す
る

「
山
・
林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」

が
開
催
さ
れ
、
多
度
津
運

転
区
分
会
よ
り
４
名
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り

荒
廃
し
た
「
尾
の
瀬
山
」

に
桜
等
の
植
林
を
行
い
、

そ
の
手
入
れ
と
し
て
草
刈

り
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

斜
面
で
か
つ
、
数
年
間
手

を
付
け
て
な
い
エ
リ
ア
の

下
草
刈
り
を
担
当
す
る
な

ど
想
像
以
上
に
大
変
な
作

業
だ
っ
た
が
、
作
業
前
と

は
全
く
異
な
る
景
色
が
斜

面
に
は
見
ら
れ
る
な
ど
、

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
作
業
終
了

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
温
か
い
食
事
等
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
各

自
が
携
わ
っ
た
桜
の
木
も

し
っ
か
り
育
っ
て
欲
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
無
事
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
が
宮
城
県
名
取
市
に
お

い
て
主
催
す
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
11
月

16
日(

土)

、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
９
名
、
う
ち
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
２
名
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
名
取
市
の
海

岸
林
を
復
活
さ
せ
た
い
と

い
う
地
元
住
民
の
意
思
を

受
け
、
オ
イ
ス
カ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
２
年
か
ら
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
生
育
状
況
の

調
査
を
主
な
作
業
と
し
て

予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗

が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

排
水
路
の
整
備
（
溝
切
り
）

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
を
か
く
作
業
と
な
っ
た

も
の
の
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
作
業
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
地
域

社
会
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
役
割
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
オ
イ
ス
カ
等

と
の
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
。

分分
会会
統統
合合
をを
目目
前前
にに

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
くく
仲仲
間間

とと
しし
てて
絆絆
をを
深深
めめ
るる
！！

私
た
ち
高
松
運
転
所
分

会
で
は
、
９
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
、
高
松
市
「
瓦
町
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
屋
上
ビ
ア
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
高
松
車
掌
区

分
会
の
解
散
及
び
高
松
運

転
所
分
会
へ
の
統
合
に
先

立
っ
て
両
分
会
合
同
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
喜
多

所
長
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

組
合
員
・
準
組
合
員
総
勢

89
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

分
会
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員

の
親
睦
、
組
織
の
充
実
・

強
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
松
運
転
所
分
会
長

小
笠
原

由
洋

11
月
29
日
（
金
）
14

時
30
分
よ
り
、
本
部
１

階

会

議

室

に

お

い

て

「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職

者
連
絡
会
第
19
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び
各
県
代

表
の
幹
事
ら
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
執
行
委
員

長
ら
を
迎
え
議
事
に
入
っ

た
。執

行
部
か
ら
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
活
動
方
針
案
及
び

予
算
案
と
し
て
、
今
後

の
退
職
者
連
絡
会
の
更

な
る
活
動
の
推
進
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
加
入
促
進
へ
の

取
り
組
み
等
を
議
論
し

た
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ

た
。続

く
役
員
改
選
に
お

い
て
は
、
６
年
に
亘
り

退
職
者
連
絡
会
を
率
い

た
清
水
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
浅
岡
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
三

役
は
以
下
の
と
お
り
。

11

月
５
日
（
火
）
、

徳
島
県
徳
島
市
「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
「
四

国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員

等
を
含
め
、
約
70
名
が

会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と

し
て
永
正
智
也
特
別
代

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が

選
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
篤
志
議
長
（
私
鉄

総
連
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
対
応
を

含
め
た
一
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
謝
辞
を

述
べ
、
「
要
員
不
足
が

深
刻
な
現
下
に
お
い
て
、

不
規
則
勤
務
な
ど
の
解

消
及
び
賃
金
水
準
の
改

善

は

急

務

」

と

し

、

「
本
大
会
で
の
情
報
共

有
を
活
発
に
行
い
、
政

策
要
求
を
実
現
で
き
る

よ
う
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
島
会

長
、
中
央
交
運
労
協
の

池
之
谷
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
事
務
局
よ
り
、
２

０
２
４
年
度
活
動
経
過

及
び
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
た
。
質
疑
・
答
弁

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
４
年
議

長
を
努
め
た
砂
田
議
長

に
変
わ
っ
て
新
し
く
白

木
政
行
議
長
（
私
鉄
総

連
）
が
就
任
、
新
た
な

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
関
連
で
は
、
武

智
事
務
局
長
、
和
田
幹

事
、
土
井
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
開
催
地
を

代

表

し

、

岩

生

幹

事

（
徳
島
県
交
運
）
よ
り

大
会
宣
言
案
が
提
起
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
白

木
議
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
」
締
め
く
く
っ

た
。

11
月
24
日
（
日
）
12
時
30

分
よ
り
、
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・

支
部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸
の

緊
急
点
検
結
果
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
レ
ク
）

・
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
４
連
合
中
央
女
性

集
会

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
総
対
話
行
動

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
38
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
う
ど
ん
打
ち
体
験
・

初
詣
で
）
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

直近の交渉結果もふまえ協議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総
会
開
催

新春レクリエーション
（うどん打ち、初詣）

開催について

◆開催日 2025年 1月26日(日)
※ 10:45に琴平駅集合

◆対象者 各支部５名
(香川支部・本社支部は10名)
◆参加費等 2,000円
(別途旅費として1,000円支給)
※詳しくはＪＲ四国労組発第35号参照
お申込は各支部まで！

新年の金毘羅さんでうどん打ち体験と
初詣を行います!!
終了後は田中屋にて懇親会を行います！

四
国
交
運
労
協
第
36
回
定
期
総
会
開
催
！議長団に選出された永正特別代議員

(徳島支部書記次長)

白木議長を選出し新体制スタート

清水前会長(左)と浅岡新会長(右)

オイスカ四国支部泉会長と

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
松
運
転
所
分
会

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間

水準等との比較・検証を行い、２０２５春季生活闘争方針の策定をは

じめとした労働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四

国労組では次の結果となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第31回賃金実態調査 １１，，６６２２００枚枚回回収収！！(回収率９９４４．．１１％)

◆第11回ＪＲバス関係 １１３３６６枚枚回回収収！！(回収率９９７７．．８８％)

労働者賃金労働条件実態調査

腰に優しい姿勢・・！

会

長

浅
岡

秀
幸

(

愛
媛
支
部)

副
会
長

真
辺

政
昭

(

高
知
支
部)

野
口

利
明

(

徳
島
支
部)

事
務
局
長
石
川

哲
也

(

香
川
支
部)

11
月
24
日(

日)

、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

四
国
支
部
が
主
催
す
る

「
山
・
林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」

が
開
催
さ
れ
、
多
度
津
運

転
区
分
会
よ
り
４
名
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り

荒
廃
し
た
「
尾
の
瀬
山
」

に
桜
等
の
植
林
を
行
い
、

そ
の
手
入
れ
と
し
て
草
刈

り
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

斜
面
で
か
つ
、
数
年
間
手

を
付
け
て
な
い
エ
リ
ア
の

下
草
刈
り
を
担
当
す
る
な

ど
想
像
以
上
に
大
変
な
作

業
だ
っ
た
が
、
作
業
前
と

は
全
く
異
な
る
景
色
が
斜

面
に
は
見
ら
れ
る
な
ど
、

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
作
業
終
了

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
温
か
い
食
事
等
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
各

自
が
携
わ
っ
た
桜
の
木
も

し
っ
か
り
育
っ
て
欲
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
無
事
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
が
宮
城
県
名
取
市
に
お

い
て
主
催
す
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
11
月

16
日(

土)

、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
９
名
、
う
ち
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
２
名
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
名
取
市
の
海

岸
林
を
復
活
さ
せ
た
い
と

い
う
地
元
住
民
の
意
思
を

受
け
、
オ
イ
ス
カ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
２
年
か
ら
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
生
育
状
況
の

調
査
を
主
な
作
業
と
し
て

予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗

が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

排
水
路
の
整
備
（
溝
切
り
）

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
を
か
く
作
業
と
な
っ
た

も
の
の
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
作
業
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
地
域

社
会
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
役
割
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
オ
イ
ス
カ
等

と
の
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
。

分分
会会
統統
合合
をを
目目
前前
にに

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
くく
仲仲
間間

とと
しし
てて
絆絆
をを
深深
めめ
るる
！！

私
た
ち
高
松
運
転
所
分

会
で
は
、
９
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
、
高
松
市
「
瓦
町
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
屋
上
ビ
ア
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
高
松
車
掌
区

分
会
の
解
散
及
び
高
松
運

転
所
分
会
へ
の
統
合
に
先

立
っ
て
両
分
会
合
同
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
喜
多

所
長
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

組
合
員
・
準
組
合
員
総
勢

89
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

分
会
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員

の
親
睦
、
組
織
の
充
実
・

強
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
松
運
転
所
分
会
長

小
笠
原

由
洋

11
月
29
日
（
金
）
14

時
30
分
よ
り
、
本
部
１

階

会

議

室

に

お

い

て

「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職

者
連
絡
会
第
19
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び
各
県
代

表
の
幹
事
ら
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
執
行
委
員

長
ら
を
迎
え
議
事
に
入
っ

た
。執

行
部
か
ら
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
活
動
方
針
案
及
び

予
算
案
と
し
て
、
今
後

の
退
職
者
連
絡
会
の
更

な
る
活
動
の
推
進
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
加
入
促
進
へ
の

取
り
組
み
等
を
議
論
し

た
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ

た
。続

く
役
員
改
選
に
お

い
て
は
、
６
年
に
亘
り

退
職
者
連
絡
会
を
率
い

た
清
水
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
浅
岡
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
三

役
は
以
下
の
と
お
り
。

11

月
５
日
（
火
）
、

徳
島
県
徳
島
市
「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
「
四

国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員

等
を
含
め
、
約
70
名
が

会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と

し
て
永
正
智
也
特
別
代

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が

選
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
篤
志
議
長
（
私
鉄

総
連
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
対
応
を

含
め
た
一
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
謝
辞
を

述
べ
、
「
要
員
不
足
が

深
刻
な
現
下
に
お
い
て
、

不
規
則
勤
務
な
ど
の
解

消
及
び
賃
金
水
準
の
改

善

は

急

務

」

と

し

、

「
本
大
会
で
の
情
報
共

有
を
活
発
に
行
い
、
政

策
要
求
を
実
現
で
き
る

よ
う
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
島
会

長
、
中
央
交
運
労
協
の

池
之
谷
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
事
務
局
よ
り
、
２

０
２
４
年
度
活
動
経
過

及
び
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
た
。
質
疑
・
答
弁

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
４
年
議

長
を
努
め
た
砂
田
議
長

に
変
わ
っ
て
新
し
く
白

木
政
行
議
長
（
私
鉄
総

連
）
が
就
任
、
新
た
な

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
関
連
で
は
、
武

智
事
務
局
長
、
和
田
幹

事
、
土
井
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
開
催
地
を

代

表

し

、

岩

生

幹

事

（
徳
島
県
交
運
）
よ
り

大
会
宣
言
案
が
提
起
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
白

木
議
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
」
締
め
く
く
っ

た
。

11
月
24
日
（
日
）
12
時
30

分
よ
り
、
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・

支
部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸
の

緊
急
点
検
結
果
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
レ
ク
）

・
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
４
連
合
中
央
女
性

集
会

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
総
対
話
行
動

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
38
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
う
ど
ん
打
ち
体
験
・

初
詣
で
）
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

直近の交渉結果もふまえ協議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総
会
開
催

新春レクリエーション
（うどん打ち、初詣）

開催について

◆開催日 2025年 1月26日(日)
※ 10:45に琴平駅集合

◆対象者 各支部５名
(香川支部・本社支部は10名)
◆参加費等 2,000円
(別途旅費として1,000円支給)
※詳しくはＪＲ四国労組発第35号参照
お申込は各支部まで！

新年の金毘羅さんでうどん打ち体験と
初詣を行います!!
終了後は田中屋にて懇親会を行います！

四
国
交
運
労
協
第
36
回
定
期
総
会
開
催
！議長団に選出された永正特別代議員

(徳島支部書記次長)

白木議長を選出し新体制スタート

清水前会長(左)と浅岡新会長(右)

オイスカ四国支部泉会長と

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
松
運
転
所
分
会

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間

水準等との比較・検証を行い、２０２５春季生活闘争方針の策定をは

じめとした労働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四

国労組では次の結果となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第31回賃金実態調査 １１，，６６２２００枚枚回回収収！！(回収率９９４４．．１１％)

◆第11回ＪＲバス関係 １１３３６６枚枚回回収収！！(回収率９９７７．．８８％)

労働者賃金労働条件実態調査

腰に優しい姿勢・・！

会

長

浅
岡

秀
幸

(

愛
媛
支
部)

副
会
長

真
辺

政
昭

(

高
知
支
部)

野
口

利
明

(

徳
島
支
部)

事
務
局
長
石
川

哲
也

(

香
川
支
部)

11
月
24
日(

日)

、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

四
国
支
部
が
主
催
す
る

「
山
・
林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」

が
開
催
さ
れ
、
多
度
津
運

転
区
分
会
よ
り
４
名
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り

荒
廃
し
た
「
尾
の
瀬
山
」

に
桜
等
の
植
林
を
行
い
、

そ
の
手
入
れ
と
し
て
草
刈

り
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

斜
面
で
か
つ
、
数
年
間
手

を
付
け
て
な
い
エ
リ
ア
の

下
草
刈
り
を
担
当
す
る
な

ど
想
像
以
上
に
大
変
な
作

業
だ
っ
た
が
、
作
業
前
と

は
全
く
異
な
る
景
色
が
斜

面
に
は
見
ら
れ
る
な
ど
、

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
作
業
終
了

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
温
か
い
食
事
等
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
各

自
が
携
わ
っ
た
桜
の
木
も

し
っ
か
り
育
っ
て
欲
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
無
事
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
が
宮
城
県
名
取
市
に
お

い
て
主
催
す
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
11
月

16
日(

土)

、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
９
名
、
う
ち
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
２
名
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
名
取
市
の
海

岸
林
を
復
活
さ
せ
た
い
と

い
う
地
元
住
民
の
意
思
を

受
け
、
オ
イ
ス
カ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
２
年
か
ら
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
生
育
状
況
の

調
査
を
主
な
作
業
と
し
て

予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗

が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

排
水
路
の
整
備
（
溝
切
り
）

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
を
か
く
作
業
と
な
っ
た

も
の
の
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
作
業
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
地
域

社
会
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
役
割
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
オ
イ
ス
カ
等

と
の
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
。

分分
会会
統統
合合
をを
目目
前前
にに

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
くく
仲仲
間間

とと
しし
てて
絆絆
をを
深深
めめ
るる
！！

私
た
ち
高
松
運
転
所
分

会
で
は
、
９
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
、
高
松
市
「
瓦
町
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
屋
上
ビ
ア
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
高
松
車
掌
区

分
会
の
解
散
及
び
高
松
運

転
所
分
会
へ
の
統
合
に
先

立
っ
て
両
分
会
合
同
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
喜
多

所
長
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

組
合
員
・
準
組
合
員
総
勢

89
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

分
会
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員

の
親
睦
、
組
織
の
充
実
・

強
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
松
運
転
所
分
会
長

小
笠
原

由
洋

11
月
29
日
（
金
）
14

時
30
分
よ
り
、
本
部
１

階

会

議

室

に

お

い

て

「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職

者
連
絡
会
第
19
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び
各
県
代

表
の
幹
事
ら
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
執
行
委
員

長
ら
を
迎
え
議
事
に
入
っ

た
。執

行
部
か
ら
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
活
動
方
針
案
及
び

予
算
案
と
し
て
、
今
後

の
退
職
者
連
絡
会
の
更

な
る
活
動
の
推
進
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
加
入
促
進
へ
の

取
り
組
み
等
を
議
論
し

た
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ

た
。続

く
役
員
改
選
に
お

い
て
は
、
６
年
に
亘
り

退
職
者
連
絡
会
を
率
い

た
清
水
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
浅
岡
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
三

役
は
以
下
の
と
お
り
。

11

月
５
日
（
火
）
、

徳
島
県
徳
島
市
「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
「
四

国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員

等
を
含
め
、
約
70
名
が

会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と

し
て
永
正
智
也
特
別
代

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が

選
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
篤
志
議
長
（
私
鉄

総
連
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
対
応
を

含
め
た
一
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
謝
辞
を

述
べ
、
「
要
員
不
足
が

深
刻
な
現
下
に
お
い
て
、

不
規
則
勤
務
な
ど
の
解

消
及
び
賃
金
水
準
の
改

善

は

急

務

」

と

し

、

「
本
大
会
で
の
情
報
共

有
を
活
発
に
行
い
、
政

策
要
求
を
実
現
で
き
る

よ
う
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
島
会

長
、
中
央
交
運
労
協
の

池
之
谷
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
事
務
局
よ
り
、
２

０
２
４
年
度
活
動
経
過

及
び
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
た
。
質
疑
・
答
弁

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
４
年
議

長
を
努
め
た
砂
田
議
長

に
変
わ
っ
て
新
し
く
白

木
政
行
議
長
（
私
鉄
総

連
）
が
就
任
、
新
た
な

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
関
連
で
は
、
武

智
事
務
局
長
、
和
田
幹

事
、
土
井
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
開
催
地
を

代

表

し

、

岩

生

幹

事

（
徳
島
県
交
運
）
よ
り

大
会
宣
言
案
が
提
起
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
白

木
議
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
」
締
め
く
く
っ

た
。

11
月
24
日
（
日
）
12
時
30

分
よ
り
、
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・

支
部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸
の

緊
急
点
検
結
果
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
レ
ク
）

・
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
４
連
合
中
央
女
性

集
会

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
総
対
話
行
動

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
38
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
う
ど
ん
打
ち
体
験
・

初
詣
で
）
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

直近の交渉結果もふまえ協議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総
会
開
催

新春レクリエーション
（うどん打ち、初詣）

開催について

◆開催日 2025年 1月26日(日)
※ 10:45に琴平駅集合

◆対象者 各支部５名
(香川支部・本社支部は10名)
◆参加費等 2,000円
(別途旅費として1,000円支給)
※詳しくはＪＲ四国労組発第35号参照
お申込は各支部まで！

新年の金毘羅さんでうどん打ち体験と
初詣を行います!!
終了後は田中屋にて懇親会を行います！

四
国
交
運
労
協
第
36
回
定
期
総
会
開
催
！議長団に選出された永正特別代議員

(徳島支部書記次長)

白木議長を選出し新体制スタート

清水前会長(左)と浅岡新会長(右)

オイスカ四国支部泉会長と

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
松
運
転
所
分
会

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間

水準等との比較・検証を行い、２０２５春季生活闘争方針の策定をは

じめとした労働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四

国労組では次の結果となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第31回賃金実態調査 １１，，６６２２００枚枚回回収収！！(回収率９９４４．．１１％)

◆第11回ＪＲバス関係 １１３３６６枚枚回回収収！！(回収率９９７７．．８８％)

労働者賃金労働条件実態調査

腰に優しい姿勢・・！

会

長

浅
岡

秀
幸

(

愛
媛
支
部)

副
会
長

真
辺

政
昭

(

高
知
支
部)

野
口

利
明

(

徳
島
支
部)

事
務
局
長
石
川

哲
也

(

香
川
支
部)

11
月
24
日(

日)

、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

四
国
支
部
が
主
催
す
る

「
山
・
林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」

が
開
催
さ
れ
、
多
度
津
運

転
区
分
会
よ
り
４
名
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り

荒
廃
し
た
「
尾
の
瀬
山
」

に
桜
等
の
植
林
を
行
い
、

そ
の
手
入
れ
と
し
て
草
刈

り
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

斜
面
で
か
つ
、
数
年
間
手

を
付
け
て
な
い
エ
リ
ア
の

下
草
刈
り
を
担
当
す
る
な

ど
想
像
以
上
に
大
変
な
作

業
だ
っ
た
が
、
作
業
前
と

は
全
く
異
な
る
景
色
が
斜

面
に
は
見
ら
れ
る
な
ど
、

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
作
業
終
了

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
温
か
い
食
事
等
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
各

自
が
携
わ
っ
た
桜
の
木
も

し
っ
か
り
育
っ
て
欲
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
無
事
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
が
宮
城
県
名
取
市
に
お

い
て
主
催
す
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
11
月

16
日(

土)

、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
９
名
、
う
ち
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
２
名
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
名
取
市
の
海

岸
林
を
復
活
さ
せ
た
い
と

い
う
地
元
住
民
の
意
思
を

受
け
、
オ
イ
ス
カ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
２
年
か
ら
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
生
育
状
況
の

調
査
を
主
な
作
業
と
し
て

予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗

が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

排
水
路
の
整
備
（
溝
切
り
）

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
を
か
く
作
業
と
な
っ
た

も
の
の
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
作
業
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
地
域

社
会
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
役
割
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
オ
イ
ス
カ
等

と
の
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
。

分分
会会
統統
合合
をを
目目
前前
にに

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
くく
仲仲
間間

とと
しし
てて
絆絆
をを
深深
めめ
るる
！！

私
た
ち
高
松
運
転
所
分

会
で
は
、
９
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
、
高
松
市
「
瓦
町
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
屋
上
ビ
ア
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
高
松
車
掌
区

分
会
の
解
散
及
び
高
松
運

転
所
分
会
へ
の
統
合
に
先

立
っ
て
両
分
会
合
同
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
喜
多

所
長
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

組
合
員
・
準
組
合
員
総
勢

89
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

分
会
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員

の
親
睦
、
組
織
の
充
実
・

強
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
松
運
転
所
分
会
長

小
笠
原

由
洋

11
月
29
日
（
金
）
14

時
30
分
よ
り
、
本
部
１

階

会

議

室

に

お

い

て

「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職

者
連
絡
会
第
19
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び
各
県
代

表
の
幹
事
ら
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
執
行
委
員

長
ら
を
迎
え
議
事
に
入
っ

た
。執

行
部
か
ら
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
活
動
方
針
案
及
び

予
算
案
と
し
て
、
今
後

の
退
職
者
連
絡
会
の
更

な
る
活
動
の
推
進
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
加
入
促
進
へ
の

取
り
組
み
等
を
議
論
し

た
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ

た
。続

く
役
員
改
選
に
お

い
て
は
、
６
年
に
亘
り

退
職
者
連
絡
会
を
率
い

た
清
水
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
浅
岡
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
三

役
は
以
下
の
と
お
り
。

11

月
５
日
（
火
）
、

徳
島
県
徳
島
市
「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
「
四

国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員

等
を
含
め
、
約
70
名
が

会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と

し
て
永
正
智
也
特
別
代

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が

選
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
篤
志
議
長
（
私
鉄

総
連
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
対
応
を

含
め
た
一
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
謝
辞
を

述
べ
、
「
要
員
不
足
が

深
刻
な
現
下
に
お
い
て
、

不
規
則
勤
務
な
ど
の
解

消
及
び
賃
金
水
準
の
改

善

は

急

務

」

と

し

、

「
本
大
会
で
の
情
報
共

有
を
活
発
に
行
い
、
政

策
要
求
を
実
現
で
き
る

よ
う
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
島
会

長
、
中
央
交
運
労
協
の

池
之
谷
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
事
務
局
よ
り
、
２

０
２
４
年
度
活
動
経
過

及
び
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
た
。
質
疑
・
答
弁

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
４
年
議

長
を
努
め
た
砂
田
議
長

に
変
わ
っ
て
新
し
く
白

木
政
行
議
長
（
私
鉄
総

連
）
が
就
任
、
新
た
な

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
関
連
で
は
、
武

智
事
務
局
長
、
和
田
幹

事
、
土
井
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
開
催
地
を

代

表

し

、

岩

生

幹

事

（
徳
島
県
交
運
）
よ
り

大
会
宣
言
案
が
提
起
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
白

木
議
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
」
締
め
く
く
っ

た
。

11
月
24
日
（
日
）
12
時
30

分
よ
り
、
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・

支
部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸
の

緊
急
点
検
結
果
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
レ
ク
）

・
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
４
連
合
中
央
女
性

集
会

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
総
対
話
行
動

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
38
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
う
ど
ん
打
ち
体
験
・

初
詣
で
）
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

直近の交渉結果もふまえ協議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総
会
開
催

新春レクリエーション
（うどん打ち、初詣）

開催について

◆開催日 2025年 1月26日(日)
※ 10:45に琴平駅集合

◆対象者 各支部５名
(香川支部・本社支部は10名)
◆参加費等 2,000円
(別途旅費として1,000円支給)
※詳しくはＪＲ四国労組発第35号参照
お申込は各支部まで！

新年の金毘羅さんでうどん打ち体験と
初詣を行います!!
終了後は田中屋にて懇親会を行います！

四
国
交
運
労
協
第
36
回
定
期
総
会
開
催
！議長団に選出された永正特別代議員

(徳島支部書記次長)

白木議長を選出し新体制スタート

清水前会長(左)と浅岡新会長(右)

オイスカ四国支部泉会長と

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
松
運
転
所
分
会

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間

水準等との比較・検証を行い、２０２５春季生活闘争方針の策定をは

じめとした労働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四

国労組では次の結果となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第31回賃金実態調査 １１，，６６２２００枚枚回回収収！！(回収率９９４４．．１１％)

◆第11回ＪＲバス関係 １１３３６６枚枚回回収収！！(回収率９９７７．．８８％)

労働者賃金労働条件実態調査

腰に優しい姿勢・・！

会

長

浅
岡

秀
幸

(

愛
媛
支
部)

副
会
長

真
辺

政
昭

(

高
知
支
部)

野
口

利
明

(

徳
島
支
部)

事
務
局
長
石
川

哲
也

(

香
川
支
部)

11
月
24
日(

日)

、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

四
国
支
部
が
主
催
す
る

「
山
・
林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」

が
開
催
さ
れ
、
多
度
津
運

転
区
分
会
よ
り
４
名
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り

荒
廃
し
た
「
尾
の
瀬
山
」

に
桜
等
の
植
林
を
行
い
、

そ
の
手
入
れ
と
し
て
草
刈

り
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

斜
面
で
か
つ
、
数
年
間
手

を
付
け
て
な
い
エ
リ
ア
の

下
草
刈
り
を
担
当
す
る
な

ど
想
像
以
上
に
大
変
な
作

業
だ
っ
た
が
、
作
業
前
と

は
全
く
異
な
る
景
色
が
斜

面
に
は
見
ら
れ
る
な
ど
、

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
作
業
終
了

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
温
か
い
食
事
等
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
各

自
が
携
わ
っ
た
桜
の
木
も

し
っ
か
り
育
っ
て
欲
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
無
事
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
が
宮
城
県
名
取
市
に
お

い
て
主
催
す
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
11
月

16
日(

土)

、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
９
名
、
う
ち
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
２
名
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
名
取
市
の
海

岸
林
を
復
活
さ
せ
た
い
と

い
う
地
元
住
民
の
意
思
を

受
け
、
オ
イ
ス
カ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
２
年
か
ら
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
生
育
状
況
の

調
査
を
主
な
作
業
と
し
て

予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗

が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

排
水
路
の
整
備
（
溝
切
り
）

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
を
か
く
作
業
と
な
っ
た

も
の
の
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
作
業
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
地
域

社
会
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
役
割
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
オ
イ
ス
カ
等

と
の
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
。

分分
会会
統統
合合
をを
目目
前前
にに

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
くく
仲仲
間間

とと
しし
てて
絆絆
をを
深深
めめ
るる
！！

私
た
ち
高
松
運
転
所
分

会
で
は
、
９
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
、
高
松
市
「
瓦
町
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
屋
上
ビ
ア
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
高
松
車
掌
区

分
会
の
解
散
及
び
高
松
運

転
所
分
会
へ
の
統
合
に
先

立
っ
て
両
分
会
合
同
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
喜
多

所
長
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

組
合
員
・
準
組
合
員
総
勢

89
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

分
会
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員

の
親
睦
、
組
織
の
充
実
・

強
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
松
運
転
所
分
会
長

小
笠
原

由
洋

11
月
29
日
（
金
）
14

時
30
分
よ
り
、
本
部
１

階

会

議

室

に

お

い

て

「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職

者
連
絡
会
第
19
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び
各
県
代

表
の
幹
事
ら
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
執
行
委
員

長
ら
を
迎
え
議
事
に
入
っ

た
。執

行
部
か
ら
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
活
動
方
針
案
及
び

予
算
案
と
し
て
、
今
後

の
退
職
者
連
絡
会
の
更

な
る
活
動
の
推
進
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
加
入
促
進
へ
の

取
り
組
み
等
を
議
論
し

た
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ

た
。続

く
役
員
改
選
に
お

い
て
は
、
６
年
に
亘
り

退
職
者
連
絡
会
を
率
い

た
清
水
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
浅
岡
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
三

役
は
以
下
の
と
お
り
。

11

月
５
日
（
火
）
、

徳
島
県
徳
島
市
「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
「
四

国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員

等
を
含
め
、
約
70
名
が

会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と

し
て
永
正
智
也
特
別
代

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が

選
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
篤
志
議
長
（
私
鉄

総
連
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
対
応
を

含
め
た
一
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
謝
辞
を

述
べ
、
「
要
員
不
足
が

深
刻
な
現
下
に
お
い
て
、

不
規
則
勤
務
な
ど
の
解

消
及
び
賃
金
水
準
の
改

善

は

急

務

」

と

し

、

「
本
大
会
で
の
情
報
共

有
を
活
発
に
行
い
、
政

策
要
求
を
実
現
で
き
る

よ
う
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
島
会

長
、
中
央
交
運
労
協
の

池
之
谷
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
事
務
局
よ
り
、
２

０
２
４
年
度
活
動
経
過

及
び
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
た
。
質
疑
・
答
弁

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
４
年
議

長
を
努
め
た
砂
田
議
長

に
変
わ
っ
て
新
し
く
白

木
政
行
議
長
（
私
鉄
総

連
）
が
就
任
、
新
た
な

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
関
連
で
は
、
武

智
事
務
局
長
、
和
田
幹

事
、
土
井
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
開
催
地
を

代

表

し

、

岩

生

幹

事

（
徳
島
県
交
運
）
よ
り

大
会
宣
言
案
が
提
起
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
白

木
議
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
」
締
め
く
く
っ

た
。

11
月
24
日
（
日
）
12
時
30

分
よ
り
、
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・

支
部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸
の

緊
急
点
検
結
果
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
レ
ク
）

・
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
４
連
合
中
央
女
性

集
会

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
総
対
話
行
動

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
38
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
う
ど
ん
打
ち
体
験
・

初
詣
で
）
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

直近の交渉結果もふまえ協議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総
会
開
催

新春レクリエーション
（うどん打ち、初詣）

開催について

◆開催日 2025年 1月26日(日)
※ 10:45に琴平駅集合

◆対象者 各支部５名
(香川支部・本社支部は10名)
◆参加費等 2,000円
(別途旅費として1,000円支給)
※詳しくはＪＲ四国労組発第35号参照
お申込は各支部まで！

新年の金毘羅さんでうどん打ち体験と
初詣を行います!!
終了後は田中屋にて懇親会を行います！

四
国
交
運
労
協
第
36
回
定
期
総
会
開
催
！議長団に選出された永正特別代議員

(徳島支部書記次長)

白木議長を選出し新体制スタート

清水前会長(左)と浅岡新会長(右)

オイスカ四国支部泉会長と

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
松
運
転
所
分
会

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間

水準等との比較・検証を行い、２０２５春季生活闘争方針の策定をは

じめとした労働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四

国労組では次の結果となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第31回賃金実態調査 １１，，６６２２００枚枚回回収収！！(回収率９９４４．．１１％)

◆第11回ＪＲバス関係 １１３３６６枚枚回回収収！！(回収率９９７７．．８８％)

労働者賃金労働条件実態調査

腰に優しい姿勢・・！

会

長

浅
岡

秀
幸

(

愛
媛
支
部)

副
会
長

真
辺

政
昭

(

高
知
支
部)

野
口

利
明

(

徳
島
支
部)

事
務
局
長
石
川

哲
也

(

香
川
支
部)

11
月
24
日(

日)

、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

四
国
支
部
が
主
催
す
る

「
山
・
林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」

が
開
催
さ
れ
、
多
度
津
運

転
区
分
会
よ
り
４
名
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り

荒
廃
し
た
「
尾
の
瀬
山
」

に
桜
等
の
植
林
を
行
い
、

そ
の
手
入
れ
と
し
て
草
刈

り
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

斜
面
で
か
つ
、
数
年
間
手

を
付
け
て
な
い
エ
リ
ア
の

下
草
刈
り
を
担
当
す
る
な

ど
想
像
以
上
に
大
変
な
作

業
だ
っ
た
が
、
作
業
前
と

は
全
く
異
な
る
景
色
が
斜

面
に
は
見
ら
れ
る
な
ど
、

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
作
業
終
了

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
温
か
い
食
事
等
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
各

自
が
携
わ
っ
た
桜
の
木
も

し
っ
か
り
育
っ
て
欲
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
無
事
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
が
宮
城
県
名
取
市
に
お

い
て
主
催
す
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
11
月

16
日(

土)

、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
９
名
、
う
ち
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
２
名
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
名
取
市
の
海

岸
林
を
復
活
さ
せ
た
い
と

い
う
地
元
住
民
の
意
思
を

受
け
、
オ
イ
ス
カ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
２
年
か
ら
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
生
育
状
況
の

調
査
を
主
な
作
業
と
し
て

予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗

が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

排
水
路
の
整
備
（
溝
切
り
）

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
を
か
く
作
業
と
な
っ
た

も
の
の
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
作
業
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
地
域

社
会
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
役
割
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
オ
イ
ス
カ
等

と
の
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
。

分分
会会
統統
合合
をを
目目
前前
にに

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
くく
仲仲
間間

とと
しし
てて
絆絆
をを
深深
めめ
るる
！！

私
た
ち
高
松
運
転
所
分

会
で
は
、
９
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
、
高
松
市
「
瓦
町
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
屋
上
ビ
ア
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
高
松
車
掌
区

分
会
の
解
散
及
び
高
松
運

転
所
分
会
へ
の
統
合
に
先

立
っ
て
両
分
会
合
同
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
喜
多

所
長
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

組
合
員
・
準
組
合
員
総
勢

89
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

分
会
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員

の
親
睦
、
組
織
の
充
実
・

強
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
松
運
転
所
分
会
長

小
笠
原

由
洋

11
月
29
日
（
金
）
14

時
30
分
よ
り
、
本
部
１

階

会

議

室

に

お

い

て

「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職

者
連
絡
会
第
19
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び
各
県
代

表
の
幹
事
ら
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
執
行
委
員

長
ら
を
迎
え
議
事
に
入
っ

た
。執

行
部
か
ら
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
活
動
方
針
案
及
び

予
算
案
と
し
て
、
今
後

の
退
職
者
連
絡
会
の
更

な
る
活
動
の
推
進
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
加
入
促
進
へ
の

取
り
組
み
等
を
議
論
し

た
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ

た
。続

く
役
員
改
選
に
お

い
て
は
、
６
年
に
亘
り

退
職
者
連
絡
会
を
率
い

た
清
水
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
浅
岡
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
三

役
は
以
下
の
と
お
り
。

11

月
５
日
（
火
）
、

徳
島
県
徳
島
市
「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
「
四

国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員

等
を
含
め
、
約
70
名
が

会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と

し
て
永
正
智
也
特
別
代

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が

選
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
篤
志
議
長
（
私
鉄

総
連
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
対
応
を

含
め
た
一
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
謝
辞
を

述
べ
、
「
要
員
不
足
が

深
刻
な
現
下
に
お
い
て
、

不
規
則
勤
務
な
ど
の
解

消
及
び
賃
金
水
準
の
改

善

は

急

務

」

と

し

、

「
本
大
会
で
の
情
報
共

有
を
活
発
に
行
い
、
政

策
要
求
を
実
現
で
き
る

よ
う
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
島
会

長
、
中
央
交
運
労
協
の

池
之
谷
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
事
務
局
よ
り
、
２

０
２
４
年
度
活
動
経
過

及
び
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
た
。
質
疑
・
答
弁

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
４
年
議

長
を
努
め
た
砂
田
議
長

に
変
わ
っ
て
新
し
く
白

木
政
行
議
長
（
私
鉄
総

連
）
が
就
任
、
新
た
な

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
関
連
で
は
、
武

智
事
務
局
長
、
和
田
幹

事
、
土
井
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
開
催
地
を

代

表

し

、

岩

生

幹

事

（
徳
島
県
交
運
）
よ
り

大
会
宣
言
案
が
提
起
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
白

木
議
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
」
締
め
く
く
っ

た
。

11
月
24
日
（
日
）
12
時
30

分
よ
り
、
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・

支
部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸
の

緊
急
点
検
結
果
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
レ
ク
）

・
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
４
連
合
中
央
女
性

集
会

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
総
対
話
行
動

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
38
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
う
ど
ん
打
ち
体
験
・

初
詣
で
）
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

直近の交渉結果もふまえ協議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総
会
開
催

新春レクリエーション
（うどん打ち、初詣）

開催について

◆開催日 2025年 1月26日(日)
※ 10:45に琴平駅集合

◆対象者 各支部５名
(香川支部・本社支部は10名)
◆参加費等 2,000円
(別途旅費として1,000円支給)
※詳しくはＪＲ四国労組発第35号参照
お申込は各支部まで！

新年の金毘羅さんでうどん打ち体験と
初詣を行います!!
終了後は田中屋にて懇親会を行います！

四
国
交
運
労
協
第
36
回
定
期
総
会
開
催
！議長団に選出された永正特別代議員

(徳島支部書記次長)

白木議長を選出し新体制スタート

清水前会長(左)と浅岡新会長(右)

オイスカ四国支部泉会長と

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
松
運
転
所
分
会

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間

水準等との比較・検証を行い、２０２５春季生活闘争方針の策定をは

じめとした労働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四

国労組では次の結果となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第31回賃金実態調査 １１，，６６２２００枚枚回回収収！！(回収率９９４４．．１１％)

◆第11回ＪＲバス関係 １１３３６６枚枚回回収収！！(回収率９９７７．．８８％)

労働者賃金労働条件実態調査

腰に優しい姿勢・・！

会

長

浅
岡

秀
幸

(

愛
媛
支
部)

副
会
長

真
辺

政
昭

(

高
知
支
部)

野
口

利
明

(

徳
島
支
部)

事
務
局
長
石
川

哲
也

(

香
川
支
部)

11
月
24
日(

日)

、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

四
国
支
部
が
主
催
す
る

「
山
・
林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」

が
開
催
さ
れ
、
多
度
津
運

転
区
分
会
よ
り
４
名
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り

荒
廃
し
た
「
尾
の
瀬
山
」

に
桜
等
の
植
林
を
行
い
、

そ
の
手
入
れ
と
し
て
草
刈

り
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

斜
面
で
か
つ
、
数
年
間
手

を
付
け
て
な
い
エ
リ
ア
の

下
草
刈
り
を
担
当
す
る
な

ど
想
像
以
上
に
大
変
な
作

業
だ
っ
た
が
、
作
業
前
と

は
全
く
異
な
る
景
色
が
斜

面
に
は
見
ら
れ
る
な
ど
、

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
作
業
終
了

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
温
か
い
食
事
等
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
各

自
が
携
わ
っ
た
桜
の
木
も

し
っ
か
り
育
っ
て
欲
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
無
事
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
が
宮
城
県
名
取
市
に
お

い
て
主
催
す
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
11
月

16
日(

土)

、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
９
名
、
う
ち
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
２
名
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
名
取
市
の
海

岸
林
を
復
活
さ
せ
た
い
と

い
う
地
元
住
民
の
意
思
を

受
け
、
オ
イ
ス
カ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
２
年
か
ら
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
生
育
状
況
の

調
査
を
主
な
作
業
と
し
て

予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗

が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

排
水
路
の
整
備
（
溝
切
り
）

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
を
か
く
作
業
と
な
っ
た

も
の
の
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
作
業
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
地
域

社
会
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
役
割
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
オ
イ
ス
カ
等

と
の
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
。

分分
会会
統統
合合
をを
目目
前前
にに

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
くく
仲仲
間間

とと
しし
てて
絆絆
をを
深深
めめ
るる
！！

私
た
ち
高
松
運
転
所
分

会
で
は
、
９
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
、
高
松
市
「
瓦
町
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
屋
上
ビ
ア
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
高
松
車
掌
区

分
会
の
解
散
及
び
高
松
運

転
所
分
会
へ
の
統
合
に
先

立
っ
て
両
分
会
合
同
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
喜
多

所
長
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

組
合
員
・
準
組
合
員
総
勢

89
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

分
会
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員

の
親
睦
、
組
織
の
充
実
・

強
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
松
運
転
所
分
会
長

小
笠
原

由
洋

11
月
29
日
（
金
）
14

時
30
分
よ
り
、
本
部
１

階

会

議

室

に

お

い

て

「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職

者
連
絡
会
第
19
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び
各
県
代

表
の
幹
事
ら
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
執
行
委
員

長
ら
を
迎
え
議
事
に
入
っ

た
。執

行
部
か
ら
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
活
動
方
針
案
及
び

予
算
案
と
し
て
、
今
後

の
退
職
者
連
絡
会
の
更

な
る
活
動
の
推
進
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
加
入
促
進
へ
の

取
り
組
み
等
を
議
論
し

た
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ

た
。続

く
役
員
改
選
に
お

い
て
は
、
６
年
に
亘
り

退
職
者
連
絡
会
を
率
い

た
清
水
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
浅
岡
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
三

役
は
以
下
の
と
お
り
。

11

月
５
日
（
火
）
、

徳
島
県
徳
島
市
「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
「
四

国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員

等
を
含
め
、
約
70
名
が

会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と

し
て
永
正
智
也
特
別
代

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が

選
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
篤
志
議
長
（
私
鉄

総
連
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
対
応
を

含
め
た
一
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
謝
辞
を

述
べ
、
「
要
員
不
足
が

深
刻
な
現
下
に
お
い
て
、

不
規
則
勤
務
な
ど
の
解

消
及
び
賃
金
水
準
の
改

善

は

急

務

」

と

し

、

「
本
大
会
で
の
情
報
共

有
を
活
発
に
行
い
、
政

策
要
求
を
実
現
で
き
る

よ
う
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
島
会

長
、
中
央
交
運
労
協
の

池
之
谷
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
事
務
局
よ
り
、
２

０
２
４
年
度
活
動
経
過

及
び
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
た
。
質
疑
・
答
弁

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
４
年
議

長
を
努
め
た
砂
田
議
長

に
変
わ
っ
て
新
し
く
白

木
政
行
議
長
（
私
鉄
総

連
）
が
就
任
、
新
た
な

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
関
連
で
は
、
武

智
事
務
局
長
、
和
田
幹

事
、
土
井
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
開
催
地
を

代

表

し

、

岩

生

幹

事

（
徳
島
県
交
運
）
よ
り

大
会
宣
言
案
が
提
起
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
白

木
議
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
」
締
め
く
く
っ

た
。

11
月
24
日
（
日
）
12
時
30

分
よ
り
、
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・

支
部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸
の

緊
急
点
検
結
果
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
レ
ク
）

・
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
４
連
合
中
央
女
性

集
会

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
総
対
話
行
動

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
38
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
う
ど
ん
打
ち
体
験
・

初
詣
で
）
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

直近の交渉結果もふまえ協議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総
会
開
催

新春レクリエーション
（うどん打ち、初詣）

開催について

◆開催日 2025年 1月26日(日)
※ 10:45に琴平駅集合

◆対象者 各支部５名
(香川支部・本社支部は10名)
◆参加費等 2,000円
(別途旅費として1,000円支給)
※詳しくはＪＲ四国労組発第35号参照
お申込は各支部まで！

新年の金毘羅さんでうどん打ち体験と
初詣を行います!!
終了後は田中屋にて懇親会を行います！

四
国
交
運
労
協
第
36
回
定
期
総
会
開
催
！議長団に選出された永正特別代議員

(徳島支部書記次長)

白木議長を選出し新体制スタート

清水前会長(左)と浅岡新会長(右)

オイスカ四国支部泉会長と

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
松
運
転
所
分
会

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間

水準等との比較・検証を行い、２０２５春季生活闘争方針の策定をは

じめとした労働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四

国労組では次の結果となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第31回賃金実態調査 １１，，６６２２００枚枚回回収収！！(回収率９９４４．．１１％)

◆第11回ＪＲバス関係 １１３３６６枚枚回回収収！！(回収率９９７７．．８８％)

労働者賃金労働条件実態調査

腰に優しい姿勢・・！

会

長

浅
岡

秀
幸

(

愛
媛
支
部)

副
会
長

真
辺

政
昭

(

高
知
支
部)

野
口

利
明

(

徳
島
支
部)

事
務
局
長
石
川

哲
也

(

香
川
支
部)

11
月
24
日(

日)

、
香
川

県
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

四
国
支
部
が
主
催
す
る

「
山
・
林
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
体
験
」

が
開
催
さ
れ
、
多
度
津
運

転
区
分
会
よ
り
４
名
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
松
枯
れ
な
ど
に
よ
り

荒
廃
し
た
「
尾
の
瀬
山
」

に
桜
等
の
植
林
を
行
い
、

そ
の
手
入
れ
と
し
て
草
刈

り
等
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、

斜
面
で
か
つ
、
数
年
間
手

を
付
け
て
な
い
エ
リ
ア
の

下
草
刈
り
を
担
当
す
る
な

ど
想
像
以
上
に
大
変
な
作

業
だ
っ
た
が
、
作
業
前
と

は
全
く
異
な
る
景
色
が
斜

面
に
は
見
ら
れ
る
な
ど
、

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
作
業
終
了

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
温
か
い
食
事
等
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
各

自
が
携
わ
っ
た
桜
の
木
も

し
っ
か
り
育
っ
て
欲
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
無
事
活
動

を
終
え
る
事
が
で
き
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス

カ
が
宮
城
県
名
取
市
に
お

い
て
主
催
す
る
「
東
日
本

大
震
災
復
興
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
11
月

16
日(

土)

、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
９
名
、
う
ち
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
２
名
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
名
取
市
の
海

岸
林
を
復
活
さ
せ
た
い
と

い
う
地
元
住
民
の
意
思
を

受
け
、
オ
イ
ス
カ
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上

げ
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
２
年
か
ら
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
生
育
状
況
の

調
査
を
主
な
作
業
と
し
て

予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
の
作
業
の
進
捗

が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
、

排
水
路
の
整
備
（
溝
切
り
）

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
想
定
外
の
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

汗
を
か
く
作
業
と
な
っ
た

も
の
の
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
作
業
と
な
っ

た
。Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
は
地
域

社
会
を
支
え
る
Ｊ
Ｒ
と
し

て
の
役
割
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
役
割
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
オ
イ
ス
カ
等

と
の
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
。

分分
会会
統統
合合
をを
目目
前前
にに

同同
じじ
職職
場場
でで
働働
くく
仲仲
間間

とと
しし
てて
絆絆
をを
深深
めめ
るる
！！

私
た
ち
高
松
運
転
所
分

会
で
は
、
９
月
23
日
か
ら

27
日
ま
で
の
６
日
間
の
日

程
で
、
高
松
市
「
瓦
町
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
屋
上
ビ
ア
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
高
松
車
掌
区

分
会
の
解
散
及
び
高
松
運

転
所
分
会
へ
の
統
合
に
先

立
っ
て
両
分
会
合
同
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
喜
多

所
長
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

組
合
員
・
準
組
合
員
総
勢

89
名
が
参
加
し
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

分
会
の
統
合
を
見
据
え
、

同
じ
職
場
で
働
く
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
組
合
員

の
親
睦
、
組
織
の
充
実
・

強
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
松
運
転
所
分
会
長

小
笠
原

由
洋

11
月
29
日
（
金
）
14

時
30
分
よ
り
、
本
部
１

階

会

議

室

に

お

い

て

「
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職

者
連
絡
会
第
19
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地

よ
り
役
員
及
び
各
県
代

表
の
幹
事
ら
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
執
行
委
員

長
ら
を
迎
え
議
事
に
入
っ

た
。執

行
部
か
ら
経
過
報

告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
活
動
方
針
案
及
び

予
算
案
と
し
て
、
今
後

の
退
職
者
連
絡
会
の
更

な
る
活
動
の
推
進
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

事
業
の
加
入
促
進
へ
の

取
り
組
み
等
を
議
論
し

た
後
、
満
場
一
致
で
全

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ

た
。続

く
役
員
改
選
に
お

い
て
は
、
６
年
に
亘
り

退
職
者
連
絡
会
を
率
い

た
清
水
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
浅
岡
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。
新
三

役
は
以
下
の
と
お
り
。

11

月
５
日
（
火
）
、

徳
島
県
徳
島
市
「
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
「
四

国
交
運
労
協
第
36
回
定

期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員

等
を
含
め
、
約
70
名
が

会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と

し
て
永
正
智
也
特
別
代

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）
が

選
出
さ
れ
、
２
０
２
５

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
篤
志
議
長
（
私
鉄

総
連
）
は
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
へ
の
対
応
を

含
め
た
一
年
間
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
謝
辞
を

述
べ
、
「
要
員
不
足
が

深
刻
な
現
下
に
お
い
て
、

不
規
則
勤
務
な
ど
の
解

消
及
び
賃
金
水
準
の
改

善

は

急

務

」

と

し

、

「
本
大
会
で
の
情
報
共

有
を
活
発
に
行
い
、
政

策
要
求
を
実
現
で
き
る

よ
う
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
連

合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
島
会

長
、
中
央
交
運
労
協
の

池
之
谷
議
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
、

激
励
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
事
務
局
よ
り
、
２

０
２
４
年
度
活
動
経
過

及
び
決
算
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
た
。
質
疑
・
答
弁

が
交
わ
さ
れ
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
４
年
議

長
を
努
め
た
砂
田
議
長

に
変
わ
っ
て
新
し
く
白

木
政
行
議
長
（
私
鉄
総

連
）
が
就
任
、
新
た
な

体
制
を
確
立
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
関
連
で
は
、
武

智
事
務
局
長
、
和
田
幹

事
、
土
井
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
開
催
地
を

代

表

し

、

岩

生

幹

事

（
徳
島
県
交
運
）
よ
り

大
会
宣
言
案
が
提
起
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
白

木
議
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
」
締
め
く
く
っ

た
。

11
月
24
日
（
日
）
12
時
30

分
よ
り
、
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・

支
部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸
の

緊
急
点
検
結
果
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
11
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
レ
ク
）

・
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
４
連
合
中
央
女
性

集
会

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
総
対
話
行
動

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
38
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
女
性
役
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
う
ど
ん
打
ち
体
験
・

初
詣
で
）
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

直近の交渉結果もふまえ協議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総
会
開
催

新春レクリエーション
（うどん打ち、初詣）

開催について

◆開催日 2025年 1月26日(日)
※ 10:45に琴平駅集合

◆対象者 各支部５名
(香川支部・本社支部は10名)
◆参加費等 2,000円
(別途旅費として1,000円支給)
※詳しくはＪＲ四国労組発第35号参照
お申込は各支部まで！

新年の金毘羅さんでうどん打ち体験と
初詣を行います!!
終了後は田中屋にて懇親会を行います！

四
国
交
運
労
協
第
36
回
定
期
総
会
開
催
！議長団に選出された永正特別代議員

(徳島支部書記次長)

白木議長を選出し新体制スタート

清水前会長(左)と浅岡新会長(右)

オイスカ四国支部泉会長と

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
松
運
転
所
分
会

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間

水準等との比較・検証を行い、２０２５春季生活闘争方針の策定をは

じめとした労働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四

国労組では次の結果となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第31回賃金実態調査 １１，，６６２２００枚枚回回収収！！(回収率９９４４．．１１％)

◆第11回ＪＲバス関係 １１３３６６枚枚回回収収！！(回収率９９７７．．８８％)

労働者賃金労働条件実態調査

腰に優しい姿勢・・！

会

長

浅
岡

秀
幸

(

愛
媛
支
部)

副
会
長

真
辺

政
昭

(

高
知
支
部)

野
口

利
明

(

徳
島
支
部)

事
務
局
長
石
川

哲
也

(

香
川
支
部)


